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ABSTRAK 

 

Sawsan Zakiyya. 2026. Peran Toxic Masculinity pada Krisis Identitas Remaja: 

Studi Kasus Tokoh Junpei Murao dalam Anime Dance Dance Danseur. Skripsi. 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas 

Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk menganalisis bentuk-bentuk toxic masculinity serta 

pengaruhnya terhadap krisis identitas yang dialami oleh Junpei Murao dalam anime 

Dance Dance Danseur. Metode deskriptif kualitatif dengan pendekatan psikologi 

sastra digunakan untuk menganalisis data pada penelitian ini. Data penelitian berupa 

dialog, monolog, dan unsur visual dalam anime Dance Dance Danseur episode 1 

sampai episode 3. Analisis bentuk toxic masculinity menggunakan teori Terry A. 

Kupers (2001), sedangkan analisis krisis identitas menggunakan teori psikoanalisis 

Carl Gustav Jung (1968). Hasil penelitian menunjukkan bahwa terdapat 25 data yang 

mengindikasikan perilaku toxic masculinity dengan total 35 temuan yang terdiri atas 

14 temuan greed, 13 temuan misogyny, 6 temuan homophobia, dan 2 temuan violent 

domination. Salah satu bentuk toxic masculinity, yaitu greed merupakan bentuk yang 

paling dominan karena kebutuhan Junpei akan pengakuan sosial dan keinginannya 

untuk mempertahankan citra maskulin. Hasil analisis juga menunjukkan bahwa toxic 

masculinity menyebabkan dominasi persona serta represi terhadap shadow dan 

anima, sehingga menghambat proses individuasi menuju terbentuknya self. Dengan 

demikian, toxic masculinity memperkuat krisis identitas Junpei dengan 

mendorongnya menyangkal ketertarikannya pada balet serta menghambat proses 

penerimaan terhadap identitas dirinya. 

Kata kunci: toxic masculinity, krisis identitas, psikologi sastra, Dance Dance 

Danseur, Terry A. Kupers, Carl Gustav Jung 
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ABSTRACT 

 

Sawsan Zakiyya. 2026. The Role of Toxic Masculinity in Adolescent Identity 

Crisis: A Case Study of Junpei Murao in the Anime Dance Dance Danseur. Thesis. 

Japanese Language Education Study Program. Faculty of Languages and Arts. 

Jakarta State University. 

 

This study aims to analyze the forms of toxic masculinity and theirinfluence on the 

identity crisis experienced by Junpei Murao in the anime Dance Dance Danseur. A 

qualitative descriptive method with a literary psychology approach was employed to 

analyze the data in this study. The data consisted of dialogues, monologues, and 

visual elements found in episodes 1 to 3 of the anime Dance Dance Danseur. The 

analysis of toxic masculinity was conducted using Terry A. Kupers’ (2001) theory, 

while the analysis of identity crisis was based on Carl Gustav Jung’s (1968) 

psychoanalytic theory. The results revealed 25 excerpts indicating toxic masculinity, 

with a total of 35 findings consisting of 14 instances of greed, 13 instances of 

misogyny, 6 instances of homophobia, and 2 instances of violent domination. One 

of the toxic masculinity trait, greed was found to be the most dominant form due to 

Junpei’s need for social recognition and his desire to maintain a masculine image. 

Furthermore, the findings indicate that toxic masculinity leads to the dominance of 

the persona and the repression of the shadow and anima, thereby hindering the 

individuation process toward the realization of the Self. Therefore, toxic masculinity 

strengthens Junpei's identity crisis by encouraging him to deny his interest in ballet 

and making it difficult for him to accept his true identity. 

 

Keywords: toxic masculinity, identity crisis, literary psychology, Dance Dance 

Danseur, Terry A. Kupers, Jungian Psychology (Carl Gustav Jung) 
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要旨 

Sawsan Zakiyya. 2026. アニメ『ダンス・ダンス・ダンスール』における村

尾潤平のアイデンティティ危機におけるトキシック・マスキュリニティの

役割。論文。日本語教育学科。言語芸術学部。ジャカルタ国立大学。 

 

本研究の目的は、アニメ『ダンス・ダンス・ダンスール』における村尾潤

平のトキシック・マスキュリニティの形態と、それがアイデンティティ・

クライシスに与える影響を明らかにすることである。研究では、文学心理

学アプローチを用いた記述的質的研究法を採用した。分析対象は、アニメ

『ダンス・ダンス・ダンスール』第1話から第3話までに見られるセリフ、

モノローグ、および映像要素である。トキシック・マスキュリニティの分

析にはTerry A. Kupers（2001）の理論を用い、アイデンティティ・クライ

シスの分析にはCarl Gustav Jung（1968）の分析心理学理論を用いた。分

析の結果、トキシック・マスキュリニティを示すデータは25件確認され、

合計35件の特徴が見られた。その内訳は、グリードが14件、ミソジニーが

13件、ホモフォビアが6件、バイオレント・ドミネーションが2件であっ

た。最も多く見られた形態はグリードであり、その背景には潤平が社会か

ら認められたいという思いや、男性らしいイメージを守ろうとする意識が

あることが分かった。さらに、トキシック・マスキュリニティはペルソナ

を強める一方で、シャドウとアニマを抑圧し、自己（Self）へ至る個性化

の過程を妨げていることが明らかになった。その結果、潤平はバレエへの

興味を否定し、自分らしいアイデンティティを受け入れることが難しくな

り、アイデンティティ・クライシスが深まることが示された。 

キーワード： トキシック・マスキュリニティ、アイデンティティ・クライ

シス、文学心理学、『ダンス・ダンス・ダンスール』、Terry A. Kupers、

ユング心理学（Carl Gustav Jung） 
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アニメ『ダンス・ダンス・ダンスール』における村尾潤平のアイデンティ

ティ危機におけるトキシック・マスキュリニティの役割   

 

ジャカルタ国立大学 

Sawsan Zakiyya 

sawsanzakiyya12@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

性別（セックス）とジェンダーは異なる概念である。性別は男

性と女性の生物学的な違いを指す一方、ジェンダーは社会の中

で形成された役割や行動、価値観を指す。こうしたジェンダー

観は、男性を優位な立場に置き、女性を主に家庭的な役割に結

び付ける家父長制の形成につながってきた（Ortner, 2022; Walby, 

1989）。 

日本は、現在でも家父長制の影響が強く残る国の一つである。

日本社会では、男性は家計を支える存在、女性は家庭を守る存

在と考えられており、このような性別役割は、明治時代から続

く「良妻賢母」の理念によって強められてきた（Parsons, 2022; 

Nur et al., 2025）。また、戦後にはサラリーマンが理想的な男性

像とされ、その後「草食系男子」のような新しい男性像が現れ

たものの、従来の男性らしさを求める社会的期待は現在も残っ

ている（Smitsmans & Gustafsson, 2014; Chen, 2012）。 

このような過度な男性らしさの規範は、「トキシック・マスキ

ュリニティ」と呼ばれる。これは、自分自身や他者に悪影響を

及ぼす男性性を指す概念であり、Kupers（2001）は、その特徴

をミソジニー、ホモフォビア、グリード、バイオレント・ドミ

ネーションの四つに分類している。 
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この問題は、日本の大衆文化であるアニメにも反映されている。

その一例が『ダンス・ダンス・ダンスール』である。主人公・

村尾潤平は、バレエに憧れながらも、それが「男性らしくない」

と考える周囲の期待によって葛藤し、自分の気持ちを抑えよう

とする。こうした経験は、社会的期待と自己の希望との対立を

生み出し、アイデンティティ形成にも影響を与えている。 

本研究では、Carl Gustav Jung（1968）の分析心理学理論を用い

て、『ダンス・ダンス・ダンスール』における村尾潤平のアイ

デンティティ危機におけるトキシック・マスキュリニティの役

割を明らかにすることを目的とする。 

B. 問題提起  

1. アニメ『ダンス・ダンス・ダンスール』における村尾潤平に

は、どのようなトキシック・マスキュリニティが見られるか。  

2. アニメ『ダンス・ダンス・ダンスール』における村尾潤平の

アイデンティティ危機において、トキシック・マスキュリニ

ティはどのような役割を果たしているか。 

 

C. 結果と検討 

本研究では、アニメ『ダンス・ダンス・ダンスール』における

村尾潤平のトキシック・マスキュリニティを示す場面や対話、

モノローグから得られた 25 件のデータを分析した。分析の結果、

潤平のアイデンティティ危機において役割を果たすトキシッ

ク・マスキュリニティの表れが 35 件確認された。内訳は、グリ

ードが 14 件、ミソジニーが 13 件、ホモフォビアが 6 件、バイオ

レント・ドミネーションが 2件であった。発見数がデータ数を上

回ったことから、一つのデータに複数のトキシック・マスキュ

リニティの形態が含まれ、それぞれが相互に関連していること

が明らかとなった。 

さらに、本研究では、これらのトキシック・マスキュリニティ

が潤平のペルソナ、シャドウ、アニマ、セルフの力動を通して、
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アイデンティティ危機にどのような役割を果たしているのかを

分析した。次の表は、本研究で確認されたトキシック・マスキ

ュリニティの形態と、それらが潤平のアーキタイプの力動およ

びアイデンティティ危機において果たした役割をまとめたもの

である。 

潤平に見られるトキシック・マスキュリニティの形態とアイデ

ンティティ危機への影響 

トキシック・

マスキュリニ

ティの形態  

出現

数  
分析の概要  

アイデンティテ

ィ危機への影響  

グリード 

(Greed）  
14 

他者から認められた

いという欲求や注目

を集めたいという気

持ち、そして優位に

立ちたいという意識

を通して表れ、男性

的なペルソナの支配

を強めている。  

バレエへの関心

を抑圧し、社会

的承認を優先す

ることで自己理

解 を 妨 げて い

る。  

ミソジニー 

(Misogyny）  
13 

女性を軽視する態度

や、女性的な特徴を

否定する行動として

表れている。  

女 性 性 （ア ニ

マ）を受け入れ

られず、自己の

一部を否定する

要因となってい

る。  

ホモフォビア 

(Homophobia

）  

6 

女性的と見なされる

特徴の否定感や、そ

れによって男性的な

イメージを維持しよ

うとする行動と表し

女性的と見なさ

れる行動への不

安を強め、本来

の自己表現を困

難にしている。  
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ている。 

バ イ オ レ ン

ト・ドミネー

ション 

(Violent 

Domination）  

2 

他者に対する攻撃

的・支配的な行動と

して示されている。   

内面的な葛藤を

攻撃的な行動と

して表出させ、

健全な自己形成

を妨げている。  

 

 

D. 結論  

研究の結果、潤平に見られるトキシック・マスキュリニティを

示すデータは25件見つかり、それらはミソジニー、ホモフォビ

ア、グリード、バイオレント・ドミネーションの四つの形に分

類された。合計 35件の分析結果のうち、グリードが 14件

（40.0％）で最も多く、次にミソジニーが13件（37.1％）、ホモ

フォビアが6件（17.1％）、バイオレント・ドミネーションが2

件（5.7％）であった。この結果から、潤平に見られるトキシッ

ク・マスキュリニティの各形態は互いに関係しており、別々に

現れるものではないことが明らかになった。 

さらに分析の結果、トキシック・マスキュリニティは潤平に社

会の期待によって作られた男性的なペルソナを守らせているこ

とが明らかになった。その結果、バレーへの関心はシャドウと

して抑圧され、自分の中にある女性性（アニマ）は男性らしさ

にそぐわないものとして否定されていた。その結果、バレエへ

の興味はシャドウの中に抑えられ、自分の中にある女性的な側

面（アニマ）は男性らしさに合わないものとして否定されてい

た。ペルソナ、シャドウ、そしてアニマの不均衡は個性化の過

程を妨げ、潤平はセルフ統合に至っていなかった。このことか

ら、トキシック・マスキュリニティは、社会的承認への欲求と

男性的なイメージを維持とする意識を通じて、潤平に自己の一

部を否定させ、アイデンティティ危機を深刻化させていたこと

が明らかになった。 


